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他の者との平等の実現に向けて
～国連・障害者権利委員会を傍聴して～

　障害者権利条約（以下，権利条約）の締約国
となった日本だが，まさにこれからが本番だ．
締約国になると２年以内に政府報告書を国連
の障害者権利委員会（以下，権利委員会）に報
告する義務があり，日本政府は 2016 年１月ま
でに報告書をまとめることになる．また，NGO
の障害関係団体も政府報告書に対する報告書

（パラレルレポート）を出すことができる．そ
れらの報告書に対し，権利委員会から締約国に
事前質問書（List of Issues）が出される．締約
国はその質問書を踏まえ，審査の準備を進め
る．こうした手続きを経て，締約国は権利委員
会の審査を受ける．
　2014 年９月 15 日～ 10 月３日，スイスのジュ
ネーブにあるパレデウィルソン（国連高等人権
弁務官事務所）を会場に第 12 回障害者権利委
員会（CRPD）が開催され，日本からも 10 名余
りの人が傍聴で参加した．やどかりの里の増田
常務理事も日本障害フォーラム（JDF）の一員
として，傍聴の機会を得た．
　議場はさほど広くはなく，正面に議長席，そ
の横には審査国の政府役人らが並ぶ．議長席の
後方正面には英語を中心とした字幕が映し出
されている．国際手話通訳，締約国の言語の手
話通訳が配置され，会場内には８つの通訳ブー
スがあり，さまざまな言語の通訳をヘッドホン
で聴くことができる．インターネット中継もあ
り，さまざまな情報保障が行われている．
　CRPD の 18 人の委員は，選挙で選出されて
おり，それぞれ担当の審査国がある．担当する
委員は，審査国へ数回訪問し，その国の権利条

約の履行状況を把握する．その際には政府の報
告だけではなく，NGO の障害関係団体の報告
も重要視し，その国の履行状況を把握していく
ことになる．
　今回傍聴したニュージーランド・韓国は，障
害関係団体が連合体を組織し，サイドイベント
を開催し，自国の障害者施策の課題を委員に伝
えた．委員たちは政府の報告と障害関係団体の
報告を聞き，審査を進めていく．
　審査は，権利条約の条文に沿って進められ，
政府の報告に対し，かなり突っ込んだ質問も行
われる．「政府の報告と締約国の報告にずいぶ
んギャップがあるが，どういうことか」
　「精神科病院への強制治療は権利条約違反で
ある」「最低賃金以下で働く障害のある人の実
態はどうなっているのか」「女性障害者への虐
待や差別の状況は……」等々．権利委員会によ
る質問と締約国の回答は，建設的対話と呼ば
れ，問題を指摘することだけではなく，障害者
施策を発展させていくことが意図されている．
こうした一連の作業によって，権利条約の視
点・水準でその国の障害者施策の状況をあぶ
りだすことになる．
　その際に障害関係団体がまとまって，障害者
施策の課題について，優先順位を意識しつつ，
パラレルレポートをまとめ上げることが重要
になる． 障害者団体のまとまりの力が試され
ていく．権利条約の力を生かし，締約国日本の
障害者施策を前進させていく絶好の機会とし
ていくためには，これからが重要だ．


